
年表高知県・南国市のあゆみ

へ
一
Ｊ１

時代

じようもん

縄文

やよL

弥生

こ･;。

古墳

窓．

奈良

へいあん

平安

かユ《皇

鎌倉

むろまち

室町

せんぎ“

戦国

えど

江戸

年代

約1万2千年前

約1万年毒

約5千年前

約3千年前

約2千3百年前

約2千年前

2～3世紀

5～7世紀

72ノ

74ゞ

一
■
夕
■
■
■
■
口
■
函
“
■
■
■
■
宅
卓
■
■
■
画
『
画
一
一

０
３
３
４
６
８

８
９
９
９
１
１

119

122

134！

1381

1461

1571

1581

159：

159：

1601

160

163

おもなできごと

めがみかみくみいわいわか’

o女神石などが使用される。（上黒岩岩陰遺跡一愛媛県美川村
たか芸がはる

o黒色の細石器が使用される。（高間原古墳一高知市介良
どうぐ巳

o縄文前期の土器や石器が使用される。（不動ヶ岩屋洞窟遺跡一佐ﾉII町
恥恥か．

･狼にかまれた人の骨（城の台洞窟遺跡一佐ﾉII町
す《もかいづ,，

・四国で一番大きな宿毛貝塚（宿毛市

・土佐でも米づくりが始まる

o水田跡や人の足跡などが残される。（田村遺跡：

｡｢神の壷」と呼ばれる弥生土器を使用していた｡催河洞遺跡一香美市土佐山田町
こはす

・県内のあちこちで古墳がつくられる。(小蓮古墳・明見古墳・朝倉古墳など

ざようさ

･行基が土佐に来て竹林寺・豊楽寺・延光寺などを建てる，

･土師佐国分寺がつくられたといわれる

・空海が峰寺・最御崎寺等を建てたといわれる，
きのつらゆ

o紀貫之が国司となり土佐に来る

o紀貫之が京の都に帰り「土佐日記」を書く｡
すみどもはた せ

･藤原純友が幡多郡に攻め込み、放火する
主イlよしIlらのLょ

･源希義が土佐介良庄に流される
とLごえや‘

･源希義が年越山で殺される‘

はた そがのごう ちょうそがぺ

oこのころ、秦能俊が長岡郡宗我郷に移り住み長宗我部氏と称する
つ ら み か ど こ 必 う こ う

･土御門上皇が土佐に流される

おおたかさル、坐つおうま

・大高坂城がおちて、松王丸が戦死する。
よ’j荘寸 Lゆご鱈い 塾ょにょ

･細川頼益が土･佐守護代となり、田村に居城する《
の61ふき

･一条教房が応仁の乱をさけて中村にくる
もとちか どういつ

･長宗我部元親が土’佐を統一する。

o長宗我部元親が四国を統一する。

･元親が秀吉と戦って敗れ、土佐一国の領主になる
のぶちか

｡九州出兵し、長男信親戦死する。
いやっぺ11

・元親が朝鮮へ出兵する

o元親が朝鮮へ出兵する
もljちかせ きル 01 』ら やま うち か． *ロ ピ．

･長宗我部盛親が関ヶ原の戦いで敗れ、山内一豊が土佐の国主になる

o山内一豊が、新しくできた高知城に移る
の 薄 ル ､ け ん ざ ん ぷ き ょ う

･野中兼山が奉行になる
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いなよLごめ』

･稲吉新町（後免）を開く
､5.ないれなかオ1

･舟入川・中井川ができそ

o野中兼山が奉行をやめ、亡くなる
ぜ§

・山田堰ができる。
いら§どんぺえむろつ L，きつ

･一木権兵衛が室津港工事完成とともに自殺する
はん

・土佐藩が紙のお金をつくる‘
つのや坐いっき

・高岡郡で津野山一摸がおこる
ぼうふうう ひょうちや〈

･暴風雨にあい、野村長平が鳥島に漂着する
いのうただたか

･伊能忠敬が土佐に来て測量をする。
とく鬼もんしもだ

・徳右衛門が下田村で石灰の作り方を伝える
紅かのは農止んころ

･中浜万次郎が、暴風雨にあい、鳥島に漂着する

･中浜万次郎がアメリカからかえる
す き 3 う ら ピ 墓 え は まぼう鯉い

･須崎・浦戸・前浜などに砲台をつくり始める
さんのうとう

･土‘佐勤王党ができる。
たけらはんぺい L』むらえき吟ごくちゅう

o土佐勤王党の武市半平太や島村衛吉が獄中で死ぬ。
lj云う堂かいえんたい

･坂本龍馬が海援隊をつくる。龍馬が殺される
さぅどぅ よLのぷたいせい瞳うか人

･山内容堂のすすめで、徳川慶喜が、大政奉還を行う

番か

･堺事件がおこる。
はい!』んち8タ.‐

･廃藩置県により、土佐藩をやめ高知県となる
いたが雪たいすljかたおか8↑んきち11弓LLや

｡;板垣退助や片岡健吉が立志社をつくる
けんばくL

･政府に民撰議院設立建白書を出す

･初めて県議会が開かれる

o板垣退助が岐阜の演説会場の外で、短刀でさされる
た岡らやすやご く

･武市安哉が保安条例にかかり獄に入れられる

･第1回衆議院選挙が行われる”

･武市安哉が代議士に当選する二
うらうすせい愚舟のうじょ

･武市安哉が北海道浦臼に聖園農場をつくる。
f〕さくら鰹へいれんたぃ

･朝倉に歩兵44連隊ができる
よLかわるい上畠ぬがさわ辻

o吉川類次が衣笠早稲をつくる。

・高知市に初めて電車が走る。高知新聞社ができる＝
こうかん

o高知市に初めて電話交換局ができる≦

・高知市に初めて自動車が走る。

･後免町へ電車が来る
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●後免町や田村に電灯がともる。
論。

・高知から安芸までバスが通る。
てい

・須崎・高知間や後免・手結間に鉄道が開通する．
はま〈･ろ我邑

・浜口雄幸が総理大臣になる‘

・浜口雄幸が東京,駅でうたれ吾 0

1＄うそ

o高知放送局が開局し、ラジオ放送が始まるく
ど き ん せ ん た どつすさき

･土讃線が開通する。（多度津－須崎）

・太平洋戦争が始まる。
がくと ひき鬼踏 かつそうろ

o学徒動員により、三島村の久枝山（命山）がつぶされ、軍用滑走路
えんた宅

や掩体がつくられる。
くうLゅ。

・高知市が空襲をうける。太平洋戦争が終わる
じ し

・南海大地震がおこる

・高知大学ができる。南国市物部に農学部ができる

・高知女子大学ができる

o高知・大阪間に準定期航空路が開かれる
すぐも凸

・宿毛市・中村市・安芸市・土佐清水市・須崎市ができる。

・高知でテレビ放送が始まる。
むろと

。土佐市・室戸市・南国市ができる

o国立高知工業高等専門学校が開校する二

・南国バイパス（国道55号線）が開通する『

・台風10号のため大きな被害を受ける。

・国鉄中村線が開通する。
I』いし

･土電安芸線が廃止される’
よど

・国鉄予土線が開通する。
い〃

・国立高知医科大学が開校する《
かくちようLゅうこ

・高知空港が拡張され、ジェット機が就航する。
くらしおは《らんかい

o黒潮博覧会が開かれる ◎

騎継と‐

・高知自動車道（南国・大豊間）が開通する。
ぜと

｡瀬戸大橋が完成し、本州と四国がつながる。

o側)高知県文化財団埋蔵文化財センター（大輔）ができる‘

･高知県立歴史民俗資料館（岡豊）ができる。
が杓のえ

・高知自動車道（大豊・ノII之江間）が開通する‐

（南国・伊野間）● 〃〃

・高知新港が開港する

。ごめん・なはり線が開通する《

・高知空港が高知龍馬空港となる‘

●高知龍馬空港の滑走路が2,500mに延長される二

・7基の掩体壕が｢前浜掩体群｣として南国市の史跡に指定される.

・岡豊城跡が国の史跡に指定される‘





南国市の史跡と文化財
ぜんじぶじ

1禅師峰寺……………四国八十八ケ所第三十二番札所。真言宗豊山派。僧空海が開
I』んぞん かんのん

く。本尊は、空海作の十一面観音像。
かめぞうや』もも』ダんばく とおま，

2亀蔵揚梅の原木……･…･…･幕末、十市の人形谷の島田亀蔵が原木を発見。回iJ15m，高
じゆれい

さ10m、樹齢200年。
§ただい'ナんすけていあとぼしょ L』うとつさかい

3北代健助邸跡と墓所………十市人形谷。フランス水兵と衝突した堺事件によIJ，1868
［じんざようねん

（明治元）年2月23日自刃。行年36才。
いｵｰﾝつち あ ど み こ と い わ つ t , の か み L 』 〈 に l 』 ん 二 う き

4石土神社……………十市阿戸。祭神は、いざなぎの命の子、磐土神。『続日本後紀』
ささい

に「官社にする」と記載。一般に「いしづち神社」と言っている。
しゅんぼう っと いLん

5吉村春峰邸跡・………･…･幕末、十市村庄屋として勤める。維新後上京、土佐の古書を
とさのくにぐんLよろいじゅうへんさん

整理し「土佐国群書類従」を編纂。
ル、l』（ いな.B：しもだ分､つばれい きゅうれき

6河泊神社……………稲生の下田川の河童の笠を祭る神社。旧暦、毎年6月15日に

河童祭IJが行われている。
あわとくえもん へんら

7下田の石灰石……………阿波の人徳右衛門が遍路途中下田で行き倒れ土地の人に世話

になったお礼に石灰の焼き方を教えたという。
さ へい じ にLたていしlﾅいび ほへいたいちよう

8西村左平次邸跡…･…･…･…西立石。堺警備にあたった八番歩兵隊長。堺事件で六番隊長
みのうらいのきち

の箕浦猪之吉に次いで自刃。
かいだ

9蚊居田城跡……………三和小学校の南方300m・城主中沢重清は、田村城主細ﾉII氏
〃､ん

につかえ、二千貫の領地を治める。
二とひら さとかいだ おおものぬLのかみ ‐ず

10琴平神社……………里改田の琴平山上。祭神は大物主神であったが、維新後崇
と〈 ごう

徳天皇を合しした。
え§んLばい ル､たやx

11絵金の芝居絵……………片山公民館。絵金（1812～1876）は江戸で修業した後、家

老桐間家の御絵師になった。
f,や

12千屋城跡と野見嶺南遺跡…前浜の下田村。方200mの平城で外・内濠をめく．らせていた。

野見嶺南は南学の学者。
ユえのI』土 寸さきうらどたれざ3

13前浜砲台跡……………1853年黒船来航、藩は須崎・浦戸・種崎等に砲台を築いた。

1854年ホイッスル砲数門備え付けた。
おおみをと きのつらゆき

14大湊跡……………旧物部川の河口港。紀貫之が、934年12月28日浦戸を出て大
たいざい

湊につき11日間も滞在。
たlfら41えもん

15オナガドリ……………江戸時代後期、篠原の武市利右衛門がオナガドリを作ったと
すみよL しようと《ひ

いわれる。住吉通り電停北川に煩徳碑あり。
はなのじよう

16花之丞墓……………江戸時代中期、住吉野に花の好きな花之丞という男が居た。

墓は船岡山の東側にある。
かしわ みず みなもとのよしともよ’jとも ユオlよしlナら Lの

17柏水……………源義朝の子、頼朝の弟である希義が介良から逃げる途中、篠
l』ら

原で柏の葉で水を飲んだという泉。
たI↑f＞やすや（あんさい） かつやく

18武市安哉邸跡……………住吉野。自由民権運動家、政治家、宗教家として活躍。後に
じゅうこ

北海道開拓の事業に従事した。
さらやLき ばニら

19皿屋敷……………篠原電停の西南に春喜さまとよばれる洞がある。渋谷家の皿

にまつわる悲劇。
さんどぼうず ごおり､ Lよけいじようどたんば

20お産土坊主の墓……………吾岡山東の山崎部落に処刑場の土壇場があった。そこで玄徳

135



という茶坊主が処刑されたという。
よ し か わ る い じ いとぶきぬ〃Kさ わせ と〈のうか

吉川類次煩徳碑……………稲生衣笠出身。衣笠早稲をつくった篤農家として有名である
Lゅこ・たい ［』うかん

田村城跡……………土佐守護代細川氏4代の城館跡。田村土居を中心に5haの励

大な地に築かれていた。
どうi』ニ

田村遺跡群……………南四国最大の弥生時代遺跡。銅鉾・石器・土器・住居跡・オ
12つくつ

田跡等、多数発掘。
Lエむらえ9fj Lも［よ §んのうとう よLだとうよう けんざどうご

島村衛吉の墓……………下島出身。土佐勤王党に属する。吉田東洋暗殺の嫌疑で役ﾘﾐ
ごくr,,bう二'うもん

され、獄中で拷問を受け死亡した。
〃【〈とどういん ノ．（1ひさえだ

高知空港…………･･･戦争中、学徒動員によって三島村の久枝山（命山・宝山）ゼ
ル､句そうろ

っぶし軍用滑走路にした。
たてだきようづら､ せんばつLr、2いそ

立田の経塚……･…･…･立田の土居城が長宗我部氏に滅ぼされたとき、戦没者を埋享
､』〉もん』いそう

し、経文を埋蔵したところといわれている。
寸分↓ｵ)j,,力たら･夫う1J み限,ざね

立田神社……………菅原高視の乳母がこの地でなくなり、道真と乳母の霊を祭ぞ

たといわれる。
ｵlぃなんLr’ 1 1つ LL r， たい こう いI↑＃うたいそう

嶺南社跡……………立志社に対抗して旧土佐勤王党の池知退蔵ら有志が1878年i
えいだ かf'ようがくL￥・

田村永田に組織した。香長学舎を設立。
ごめん ゆふい ﾆﾌ人

後免町の由来……………野中兼山は、ここを諸役・諸税御免にしたところから町名Z

できた。
のだ はた

野田城跡……………野田氏は、長宗我部氏にしたがい幡多平定に功をたて、野日
一tくも

から宿毛へと移った。
侭しじま

西島園芸団地……………農事組合9農家の共同経営。この付近は、かって広井城の〃

ったところである。
のな分、はい［

野中廃寺跡……………野中地区の仁王に平安前期の寺跡がある。寺院は約120mc

方の広さをもっていたと想像される。
い'↑ぢたいぞう いL人

池知退蔵墓……………土佐勤王党で活躍。維新後、嶺南社香長学舎を開設。墓は
さんばく

南三畠にある。
l』そかわよ’jなお かんせい かいれ3

細川頼直邸跡・……･…･…江戸で天文・暦学を学び1794（寛政6）年改暦に努力した
Lr,て んきﾞ3き二うずい

著書に「写天儀記」「機巧図葉」等あIJ,
Ijたえだ［・Pれい

オサバイ杉……………オサバイさまは農家の神。廿枝に樹齢200年、高さ15mのホ
みなくオ，

がある。この木は田の水口に祭った杉。
．;．〈ふい 2，も人 f ， 〃 た だ ゆ う 一 、 い f ＞

岩村城跡……………岩村福船にあり、城主は岩村掃部。元親の三男親忠、幽閉地，

親忠の墓あり。
ル．ねつく． 〈イニf，ル・

岡豊城跡……………19代兼序の時、落城。20代国親の時、再興。21代元親Iさ

1575年土佐平定。1585年四国平定。
ちようそがくるいたいぼL』

長宗我部氏累代の墓所……長宗我部氏20余代の墓は、岡豊山の北谷にある。1番上段0
1』うきょういんとう のぶf,ル、

立派な宝億印塔は、長男信親の墓だという。
え＆･らこ．う ル・」

吉田城跡……………吉田氏は、長岡郡14ケ村を領して江村郷吉田に城を構え、f
さいこう

宗我部氏の再興に功あり、吉田東洋の先祖。
たにじんざん #ウリi〈にぬしのみ二と LんL』

谷秦山先祖の墓・…･………･谷家は、大国主命のしそんといわれ、代々岡豊八幡宮の神噌

であった。墓石はﾉII石などの自然石を使用。
おこうljら』んく’〉 み わ

岡豊八幡宮……………大和の国三輪社から祭神を迎える。長宗我部氏ゆかりの宝瑚

副
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があったが、大正年間大火にあい焼失。
こ'』-↑ だ

小蓮古墳……………二段になった楕円形の円墳。明治時代から開口していたので
．】．〈そうひんとうくつ

副葬品は盗掘されている。
ひ ざ , い ぐ f 人 の ［ 』 う き．二．〈 おのかん､』/二Wf,瞳人ぺいた

平井善之丞邸跡……………｢おこぜ組」の疑獄で岡豊の小野で閑居。武市半平太が土佐
3人のうとう

勤王党を結成するときに協力する。
.;．底いり》

舟岩古墳群……………大平山の山頂に近い舟岩には20余の古墳があったがパイロッ
ル､いこん

ト事業として開墾され現在はない。
びLV･ちん たきもと

毘沙門の滝・………･…･滝本にあり、高さ30m，3段にわかれて落ちている。近くに

毘沙門堂がある。
ひえI』いじ l』〈I』う かわら

比江廃寺跡……………白鳳時代の古瓦が出土する廃寺で、県内では最古の寺院跡で

ある。塔石は、国の指定史跡になっている。
こぐ＃（ こく＄』う.;､f,ゅうだぃ11

国街跡……………この地に政治に関係がある国庁・府中・内裏などのホノギが

残り、県指定史跡になっている。
ひえぐ'1 t0つうてい 『，ル･Ij93』[』う

比江山史跡……………比江山は、元親の従弟である長宗我部親興居城の地である。
えいlf,んt い ぬ い

永源寺には、乾家一族の大きな墓がある。
きざうき どういそう

国分寺……………行基が開山、空海が中興。29番札所。寺の東南の土塁は、創
〃ん

建当時のまま残っており、国の指定史跡。
，鳥イ〕づり､ ル･ぬみつ しがい典いそう

阿波塚・…………･･長宗我部7代兼光の時、阿波軍と戦い、阿波兵の死骸を埋葬

した塚。

高松古墳……………横穴式円墳で少なくとも5人は埋葬された小豪族の家族墓で

ある。
〈オ1だ いf,[ようただ2さ』さちβ･

久礼田城跡……………久礼田氏歴代の居城。元親は、一条内政の子政親を久礼田に
てんきょう上 §‘3う

おき、久礼田七百石、天行寺百石を給する。
そるやたいわん ( み f 》

坂本兄弟．…･………･兄素魯哉は台湾で実業家となる。弟志魯雄は自由民権運動に

参加する。のち衆議院議員になる。
ル、r】い〃） ．;．

ハンド岩．．…………･瓶岩川に逆さに伏せた酒瓶に似た岩があり、地域の人たちは

ハンド岩という。
l'よう』 あ l ウ ち み つ ひ で ユ つ え い さいだに

坂本竜馬祖先の墓…………坂本家の先祖は、明智光秀の末商といわれる。才谷に坂本家

初代の太郎五郎の墓がある。
なJ〕l』〃わ

奈路の掘割り……………桐間氏は川村親子に命じて中谷川の水を引いて掘割りを計画。

1849年、奈路に流すことに成功した。
（5，§だに 上Opj1い

白木谷のタチバナ…………県指定になっている白木谷のタチバナは、樹齢200年こした

ものもあり冬になれば鈴なりの実がなる。
〈わ と；jも、←すぎ

桑の川の鳥居杉……………桑の川神社に2本の大木があIJ、その枝が横にのび連結して

H状にな{1，鳥居の形をしている。
（・人たろう 糸17〈ら

中岡慎太郎先祖の地………慎太郎の先祖は上倉の庄屋であった。慎太郎の父小伝次の時、
きたが4》 かLわざ

北川村の庄屋になって柏木に移る。

前浜掩体群……………掩体は、敵の攻撃から飛行機を守るためのもの。7基の掩体

壕が、「前浜掩体群」として南国市の史跡に指定されている。
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』Lﾙ､わるい[

21吉川類次煩徳碑

という茶坊主が処刑されたという。
いなぶ§ぬがさ わせ と 〈 の う か

…･･･………稲生衣笠出身。衣笠早稲をつくった篤農家として有名である‘
〔ゅ二’魔い 上ようかん
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